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芦
屋
市
の
山
手
、
通

称
「
山
麓
線
」
を
走
っ

て
い
る
と
、
ト
ン
ネ
ル

の
入
口
の
よ
う
な
構
造

物
（
写
真
）
を
目
に
し

ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
霊

園
の
帰
り
道
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
だ

ろ
う
と 
長
年
頭
の
片
隅
に
残
っ
て
い

ま
し
た
。

　

昭
和
の
初
め
、
阪
神
地
方
の
各
市
町

村
の
水
道
供
給
事
業
と
し
て
「
阪
神
上

水
道
市
町
村
組
合
」（
現
阪
神
水
道
企
業

団
）
が
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ

の
水
源
を
淀
川
に
お
き
、
そ
こ
か
ら
尼

崎
・
西
宮
を
通
り
芦
屋
・
神
戸
市
へ
と

送
水
す
る
大
規
模
な
計
画
で
し
た
。

　

建
設
工
事
は
、
昭
和
十
三
年
十
一
月

か
ら
本
格
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
西
宮
市
越
木
岩
か
ら
神
戸
市
灘

区
に
至
る
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
間
は
、
六

甲
山
系
を
縦
断
す
る
ト
ン
ネ
ル
で
送
水

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
「
越
木
岩
送
水 
隧 ずい

 
道 
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
十
五
年
着
工
し

ど
うま

し
た
が
、
六
甲
山
系
の
各
所
に
断

層
・
破
砕
帯
が
あ
り
、
難
工
事
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 　

当
時
、
戦
争
に
伴
い
資
材
不
足
で

 
鋳
鉄
管 
の
入
手
も
困
難
と
な
り
、
コ

ち
ゅ
う
て
っ
か
ん

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
管
で
送
水
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
工
法
は
当
時

と
し
て
は
珍
し
く
、
画
期
的
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
三
年
の
歳
月
の
後
、 
馬
蹄 
ば
て
い

形
の
ト
ン
ネ
ル
が
昭
和
十
八
年
五
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

　

芦
屋
市
内
に
は「
越
木
岩
送
水
隧
道
」

か
ら
分
か
れ
、
市
内
に
送
水
す
る
二
カ

所
の
分
岐
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
「 
奥  
谷  
接  
合  
井 
」
で
す
。
も
う
一

お
く 
た
に 
せ
つ 
ご
う 
せ
い

つ
は
、
山
手
中
学
校
運
動
場
の
裏
手
に

あ
る
「
高
座
川
接
合
井
」
で
す
。
本
市

へ
の
給
水
は
、
戦
争
の
影
響
か
ら
昭
和

二
十
年
八
月
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
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問
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術
博
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奥
谷
接
合
井 
― 
朝
日
ケ
丘
町　
　
　

打出教育文化センターをご存知ですか

　打出教育文化センターでは、市立学校
園教職員を対象に「日々の保育や授業に
生かす」「教育の新しい課題について学
ぶ」「適切な子ども理解を図る」などの
テーマで講座を開き、指導力の向上を
図っています。
　よりよい教育の実現を目指して多くの
教職員が受講しています。

　具体的な演習や実習を通して、子どもをひきつける指導方法の工夫や、教材づくりを行
い、指導力の向上を図っています。想像力をかきたて、興味・関心を育て、子どもを意欲
的にするワザとコツを専門家から学んでいます。
◇５月　人形づくりとおはなし　◇６月　ふれあい遊び～仲間づくりプログラム～　◇７
月　子どもの心をひらく読み聞かせ　◇８月　演じて育てる表現力／理科実験講座～実験
とものづくり～／学校園の野菜づくり⑥／国語科実践講座　◇１０月　自然の素材で遊び、
学ぶ　◇１１月　実技講座・小学校図工「表現力を引き出そう」／実技講座・幼稚園「音楽
を通して感じる心を育てよう」

◆日々の保育や授業に生かす

◆教育の新しい課題について学ぶ
　教師の話す力、コミュニケーション力を高める講座を実施しています。また、各分野の
専門家や新しい課題に対して進んだ実践をされている先生を招き、具体的な資料を通して、
教材開発や指導のあり方を研修しています。
◇６月　小学校英語活動研修①②　◇８月　確かな学力をつける国語指導／地域に根ざす
カリキュラム開発／メディアリテラシー／授業は「学びの共同体」づくり／中学校におけ
る指導と評価／プレゼンテーションセンスアップ講座②／環境『共』育～環境学習～／Ｎ
ＩＥ教育の実際／評価と指導の一体化

◆適切な子ども理解を図る
　子どもの人権や心の教育について、より一層配慮される教育をめざして、子どものさま
ざまな行動や心理への支援や指導のあり方を研修しています。
◇６月　生き方に学ぶ　◇７月　特別支援教育のあり方について／ストレスマネジメント
／児童虐待の実態～小さな心を守るには～／情報モラル～子どもを取り巻く情報の世界と
は～　◇８月　チームでの不登校生の取り組み／カウンセリングマインド／掃除に学ぶ／
セクシャルハラスメントと教師の関わり　◇１１月　特別支援教育～理解と支援～

絵本「ぞうくんのさんぽ（なかの ひろたか さく・え 

福音館書店）」に登場する動物を段ボールで作り、演

じてみました。人形の動かし方、間のとり方ひとつ

で物語世界が変わります。

「えっ？パイナップルで電池が作れるの？」

子どもの興味や関心をかきたてる実験を学びま

した。

国立教育政策研究所の調査官をお招きし「確か

な学力をつける国語指導」について講演いただ

きました。約７０人の教職員が受講しました。

パワーポイントなどのスキル研修を行うと共に、デ

ジタルコンテンツを活用した学習の創造についても

研修しています。

人形づくりとおはなし

夏季情報教育研修講座

確かな学力をつける国語指導

理科実験講座

■図書館打出分室　毎週水・木・金・土曜日（午前１０時３０分～午後５時）に開館
　　　　　　　　　貸出冊数・期間は、１人６冊まで・２週間以内です。
■会議室　月～土曜日(祝日等を除く)の午前・午後・夜間（火・金のみ）に有料で利用可。
　　　　　貸室は、大会議室(定員７２人)・小会議室(２４人)・和室(１８人)です。
　　　　　※詳しくは、打出教育文化センターへお問い合わせください。

問い合わせ　打出教育文化センター　�38-7130(打出小槌町15-9)

《併設施設等のご利用案内》

●石造りの建物・松濤館は、旧松本与兵衛邸の一部を残
したもので、昭和初期に大阪の銀行の建物を美術品収蔵
のために松本氏が購入し、現在の場所に移築したものと
いわれています。

奥谷接合井(朝日ケ丘町)

◯６５


